
工賃向上計画書 参考様式 

                      作成日：   令和６年 3 月  29 日 

令和６年度 工賃向上計画書 
事業所（施設）名 スペースセル 事業種別 就労継続支援B型 

平均工賃の推移 

前々年度（令和4年度）実績 前年度（令和5年度）実績 

期 上半期 下半期 通期 期 上半期 下半期 通期 

月額 15,041 17,091 16,042 月額 18,328 20,305 19,194 

時間額 239 274 256 時間額 228 255 241 

平均工賃の目標 

今年度（令和6年度）目標   令和6年度以降の目標 

期 上半期 下半期 通期 期 令和7年  令和8年 

月額 21,000 21,000 21,000 月額 21,500 22,000 

時間額 250 250 250 時間額 260 270 

前々年度と比較 

した前年度の工 

賃支給状況 

支払総額 （ ）増加傾向 （ ）横ばい傾向 （○）減少傾向 

平均利用者数 （ ）増加傾向 （ ）横ばい傾向 （○）減少傾向 

延べ勤務時間数 （ ）増加傾向 （ ）横ばい傾向 （ ）減少傾向 

平均 

工賃 

月額 （ ）増加傾向 （ ）横ばい傾向 （○）減少傾向 

時間額 （ ）増加傾向 （ ）横ばい傾向 （○）減少傾向 

前年度の作業種 

目及び収入実績 

作業種目 前年度収入額 割合 傾向 

受託加工 4405千円 89％ 微減 

自主製造・販売 535千円 11％ 弁当事業4月末で終了 

仕入・販売 千円 ％  

飲食 千円 ％  

サービス 千円 ％  

他（     ） 千円 ％  

合計 千円 100％  

前年度に工賃向 

上に効果を上げ 

た具体的な事項 

利用が定期的に行えない方が多い事業所にとっては、平均利用者による新しい工賃の算出

方法によりより現実的な数値を導き出すことが可能になったと思われる。 

工賃向上のため 

にクリアーしな 

ければならない 

課題事項 

（複数回答可） 

（ ）販売品に魅力がない （ ）販売品種が少ない 

（ ）販売先が限られている （ ）立地条件が悪い 

（○）受注単価が安い （ ）多量の注文が受けられない 

（ ）他事業所とのネットワークがない 

（○）職員の作業負荷増大 （ ）利用者の作業負荷増大 

（ ）職員のコンセンサス （○）利用者特性 

（ ）その他（                          ） 

計画している 

改善策 

（複数回答可） 

（○）品質の向上 （ ）販路開拓 （ ）新商品開発 

（○）他事業所とのネットワーク化 （ ）内部努力 

（ ）作業種目の見直し   （ ）職員の意識啓発 

（ ）神奈川県工賃向上支援事業への積極的な参加 

（ ）その他（                          ） 

工賃向上のために 

各年度に取り組む 

具体的方策 

 

R6年度： 

旧弁当事業の下請け事業参入2年目となるが、工賃向上が図れるよう更なるスキルアッ

プを目指していく。 

 R7年度： 

各事業所が連携しながら大口の案件を受けられるよう情報収集、営業活動をしていく。 

 R8年度： 

農福連携等これまで未経験の事業への参入も視野にいれていく。 

 


